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パイル燃料被覆管サイロ（PFCS) 

Grain Silo, NY 
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• Six compartments 
• 3,400m³ Intermediate 

Level Waste 

PFCS 



 
 

取り出し準備の完了 – 氷山の一角 
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最初に、清浄と安定化 



 
 

基礎構造物の建設 

1950年代 2010年代 
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大きな数値  

2011: 
£350m 

2013: 
£559m 

2013年： 
£559m ↑ 
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早期取り出し 
不確かさが大きな領域において、リード・アンド・ラーンの考えに基づき、取り出し
にできる限り早期にリスク低減を開始する 

リード・アンド・ラーン（Lead and Learn） 
• 不確かさを除き、今後の取り出し活動を予測可能なものにする 
• 不確かさがある領域については、新しい情報に適合することを妨げない単純

で柔軟なソリューションが必要 

新たな到達目標／ビジョン 

以下によって達成  
• 協力作業 
• イノベーション 
• 地元調達との一体化 



 
 

  
 

 
取り出し作業の開始 

 
2019年 
取り出し作業のさらなる加
速の可能性 

 
2020年 
以前に予測された
取り出し作業の開始 

 
2022年 

当初予測されたPP14で
の取り出し作業の開始 

2016年6月： 英国政府が
「リード・アンド・ラーン（
lead and learn）」の考え
に基づく早期取り出しア
プローチを承認 

パイル燃料被覆管サイロ 
作業の加速 

事業の総費用： 

£905m 
    ↓ 
£662m 
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協働体制はどう確立されたのか？ 

 
We worked from the highest levels to the lowest to  
establish collaboration through: 

 
• A single focus on delivery to a common goal 
• Implementing significant organisational change 
• A fundamental shift in behaviours 
• A clear willingness on both sides to change 
• Recognising frictions and dealing with these positively 

 
Not an easy process. Painful and difficult at times 

以前 

単純化、統合され
た単一の成果物に
的を絞ったチーム 

大規模、複雑、階
層的な人による成
果物のチェックと重
複処理 

現在 



イノベーションと目的整合（Fit For Purpose） 

(535m3) (109 m3) 

提案1 
元の作業量 提案4 

廃棄物ポートの位置を変更
最小の作業量 



 
 

PFCS取り出しプロセス 



 
 

地元調達との一体化 
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目的 – 様々な分野の地域供給者との協働関係の確立   
     

 

利点 

• ニーズと制約条件に関する理解 

• 情報に基づく技術の網羅的調査 

• プラントへの容易なアクセルにより可能性を確認 

• 地理的な連携のしやすさ 

• 地元での試験と訓練  

• 共用中の地元からのサポート 

 
 

 



 
 

デフレクタープレートの撤去 

14 



 
 

デフレクタープレートの撤去 
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サイロドアの取り付け 
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サイロドアの据え付け 
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取り出し用アクセス貫通部 

19 



 
 

取り出し用アクセス貫通部 
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xxx 
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ユニットB – 完成間近の南側下部構造物 ユニットB – 完成間近のサービスモジュール 

Rosyth造船所での製作 



成果 – 試験と試運転 



廃棄物容器取扱エリア建屋 ペデスタル上へのKukaロボットの据え付け 

取り出し設備の据え付け 



廃棄物容器移送アリアモジュールの据え付け 

取り出し設備の据え付け 



成果 － 取り出しの準備完了！ 



ご質問は？ 
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